
 
No.１８ 平成１８年１１月１６日 

 

本  日  の  卓   話 

１１月 １６ 日 （木） 
     「ガバナー公式訪問」 
  RI第 2660地区 岩田宙造ガバナー 

 

例 会 記 録 
第２３０６回例会 １１月８日（水）晴       
●ロータリーソング「四つのテスト」斉唱  
●ビジターご紹介 
 森川香代子様（茨木市音楽芸術協会） 
 井岡 妙  様（    々    ） 
 ヴィ ティ トゥ タオさん（米山奨学生） 
 
※１０月ホームクラブ皆出席     秋山、久保

倉内、中西、野田、坂井、朱、多田、辰巳 
 
 

会 長 の 時 間      中西 勝会長 
今月は、ロータリー財団月間で、「ロータリーの友」

に特集記事が掲載されています。先週の例会で、野

田広報・雑誌委員長から掲載記事の紹介もありまし

た。私は、「ロータリーの友」縦組み記事のＳＰＥ

ＥＣＨ欄は読み応えのあるものが多いと思ってい

ます。 
 今月は、前国連難民高等弁務官 緒方貞子さんの

講演が掲載されています。緒方貞子さんは日本で二

人目のロータリー財団国際親善奨学生としてアメ

リカの大学に留学されたひとです。国際的に知られ 
 
 

 

出 席 報 告 
第２３０６回例会 前々回（第２３０４回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ２９ (８)  16 5 76.19 ％ 1  95.24 ％

         

  
   
 
日本の有名人で、この講演は聴く人達に大きな感動を

与えました。 
 ロータリー財団は、皆さんの寄付金で世界平和を達

成するために、ポリオプラスなどの人道的支援や識字

率向上などの教育的支援、また国際理解のために、日

本から海外に留学する国際親善奨学生支援や海外から

日本に留学してくる国際親善奨学生支援などのプログ

ラムを実施しています。 
 財団月間に今年度一人当たり１４０ドル以上の年次

寄付をお願いします。今年度の２６６０地区の年次寄

付は３年後に総額の５０％が地区に返還され、使い道

を決定することができます。 
 来週は、茨木３ＲＣ合同のガバナー公式訪問です。

１１／１６（木）となりますので間違わないよう、ま

た多くの皆様のご出席をお願いいたします。 
 
 

左：森川様    右：井岡様 



幹 事 報 告        辰巳克平幹事 
１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 

  高槻西ＲＣ：12／９（土）クリスマス家族例会 

於：大阪ｸﾞﾗﾝﾋﾞｱﾎﾃﾙ 

    12／21（木）休会→12／9（土）に変更 

  吹田江坂ＲＣ：11／28（火）18：00に変更  

台北龍門ＲＣ歓迎例会 

２、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 

 １）年末市内一斉清掃の実施依頼 

12／3（日）午前９時市役所前集合 

 ２）茨木養護学校「銀杏祭」の案内  

   舞台発表の部 

11／21：小学部･高等部 

11／22：小学部･中学部･高等部  

9：40～15：00 

   フェステバルの部 

11／24：模擬店、バザー、ゲーム 

9：30～12：00 

 

≪茨木市音楽芸術協会10周年記念ＰＲ≫ 

    茨木市音楽芸術協会会長 森川香代子氏 

     10周年記念事業委員長 井岡 妙 氏 

 記念コンサート：１２月２・３（土・日）14：00 

      於：きらめきホール ￥３，０００ 

記念ＣＤ ：￥２，８００(前売り￥２，５００) 

茨木童子フェステバル：１２月１～３日（金～日） 

 

 ご鑑賞、ご参加、お買上げくださいますようよろ

しくお願い致します。 

 

 

委 員 会 報 告 

米山記念奨学会寄付報告   

 本日、戸川会員より寄付を頂きました。  

   本日計      １０，０００円 

   本日までの合計 ２５０，０００円 

 

ロータリー財団寄付報告 

 本日、簡会員、野田会員、中西会員、山田会員よ

り寄付を頂きました。 

   本日計 ４０２ドル（47,500円）ﾚｰﾄ 118円 

   本日までの合計  ９２８ドル 

 中西会員よりベネファクター寄付を頂きました 

   ベネファクター  １，０００ドル 

 

卓  話 

「医師と患者」        朱 明義会員 

   

  

私が医師免許を取ってもう 35 年が過ぎます。その

間に医療を取り巻く状況が大きく変化しています。

まず、患者の意識の大きな変化として癌の告知があ

ります。私が医者になった頃は、患者に直接癌を告

知することはほとんどありませんでした。そのため

に癌が再発した時など非常に苦しい説明をしてい

たものです。それが今では治療不能の癌でも残酷な

くらい患者にありのままを説明するようになりま

した。病気は本来患者自身の情報であって、患者自

身がその情報を知ることは当然のことなのです

が・・インフォームドコンセントとはむしろ医師の

負担を軽減するものなのです。 

 もうひとつの変化は、技術の進歩です。私は外科

医ですので、この分野ではまず、乳癌の治療があり

ます。一昔前までは乳癌の手術といえば乳房はもち

ろん乳房の下にある大胸筋はもちろん、腋の下のリ

ンパ腺の掃除も必ずして、手術の傷はかなり醜く、

医師の私から見ても気の毒なほどでした。現在では

乳房温存手術が当り前になっています。また、内視

鏡による手術もこの数年で格段の進歩が見られて

います。いずれにしても、患者にやさしい治療法が

考案、実践され、その治療成績も向上していること

は喜ばしいことです。 

 日本の国民皆保険による医療制度は、WHO から他

に類を見ない素晴らしい制度であると最高の賛辞

が贈られています。実際、奇跡的な経済復興がなさ

れ、世界最長寿国の称号が与えられるようになった

のも、誰でもいつでも何処でも同じ医療を同じ価格

で受けられるこの医療制度に依るところが大であ

ったと考えられます。しかし、昨今のわが国の財政

難により、この世界に誇れる医療制度が改悪されつ

つあるのは誠に愚かしいことです。医療を経済に合



わせるのか、経済を医療に合わせるのか、自明のこ

とと思いますが・・・ 

 最近、連日のようにマスコミで取り上げられてい

る宇和島での腎移植についてちょっと私見を。まず、

万波医師は決して悪いことをしているとは思って

いません。そして、ほとんどの移植を受けた患者は

感謝しているはずです。では何が悪いのか？病気腎

の生体移植は根本的にルール違反であることが問

題なのです。ドナーの腎は本当に摘出が必要であっ

たのか？病気腎を移植することについての科学的

検証は？移植される患者はどのように選択された

のか？臓器移植をする場合、摘出する際に細心の注

意が必要であり、さらに移植のための準備も急にで

きるものではありません。万波医師が言うように腎

を摘出してから移植するかどうか考えるというこ

とはあり得ません。病気腎は初めから移植するため

に摘出されたのです。 

現在、日本で腎移植が必要な患者は13000人以上

あり、昨年移植を受けた患者は160人です。脳死臓

器を移植される患者は厚生労働大臣から唯一認可

を受けた『日本臓器移植ネットワーク』で公平厳格

に選択され、医療機関が関与できない仕組みになっ

ています。この宇和島移植については徐々に不明朗

な事実が明らかにされてきています。少なくとも万

波医師のインフォームドコンセントは無茶苦茶で

す。万波医師は神になったのでしょうか？いずれし

かるべき機関により断罪されるでしょう。 

この問題を考える時、『ヒポクラテスの誓い』が

頭に浮かびます。紀元前5世紀にすでに現在にも通

用する「患者のために最善を尽くす」という医師の

職業倫理綱領が説かれていたのです。 

別表に日本の医療を欧米諸国と比較した平成 17

年のデータを示します。 

特にアメリカと比較すると、病床数が4倍、医師

数は 1／5、看護師数も 5／1、平均在院日数が 4 倍

になり、医療の質の違いが窺われます。しかし、単

純に考えると、日本の医師や看護師はかなり過酷な

労働を強いられているということがわかります。 

これからは医師と患者はパートナーという考え

方が必要です。医師は患者の目線に立って患者の満

足度の高い最善の医療を提供しなければなりませ

ん。患者はその疾患や治療について理解する努力を

し、自ら選択する意思を持つとともに、医師に過度

の要求をすることなく、医療の限界についての認識

をしてもらわなければなりません。 

医師と患者の問題については、医学教育や医師不

足など、まだまだお話したいことがたくさんありま

すが、次の機会に譲りたいと思います。 

日本の医療（欧米諸国との比較） 

 病床数 

1,000人あたり

医師数 

100床あたり 

看護師数 

100床あたり

平均在

院日数

日本 ↑  12.8 ↓ 15.6 ↓ 42.8 ↑28.3

ﾄﾞｲﾂ     9.1   39.6   102.2  11.6

ﾌﾗﾝｽ     8.2   35.2   69.7  13.5

ｲｷﾞﾘｽ     4.1   43.9   129.2   8.3

ｱﾒﾘｶ     3.6   77.8  230,0   6.7

 

 

 

ニ コ ニ コ 箱 

※ホームクラブ皆出席   
久保、中西、野田、坂井、朱、多田、辰巳 

※朱先生素晴らしい卓話有難うございました 三好 
※茨木市音芸協の森川様、井岡様ようこそお越し頂

きました                多田 
※朱先生卓話ありがとうございます     辰巳 
※早退お詫び               吉田 
※タオさんおみやげ有難う    朱、多田、吉田 
※前回までのニコニコ累計に間違いがありました

お詫びして訂正させて頂きます 
 
      本日計   １４，０００円 
      累 計１，０８２，１００円 
 

次 回 卓 話 

「ＣＬＰについて 」 

       秋山 勤 規定情報委員長 

 
 


